
今日は「私の旅行記」についてお話します。旅行の場所は長野です。

字幕をオンにして見てください。旅行の話を楽しみながら、日本語と漢字を一緒
に学べます。

それでは、まず「軽井沢と紅葉の池」から始めましょう！

1. 軽井沢と紅葉の池

秋の気持ちいい朝でした。私たち家族は東京駅に来ていました。

これから両親と旅行です。お父さんもお母さんも、とてもうれしそうでした。

「切符は持ったかな」お父さんが笑って言いました。二人で荷物を見ました。

私はスマートフォンの地図で新幹線の乗り場を確かめます。「こっちだよ」と伝
えました。

ホームは人が多かったです。私たちはゆっくり歩きました。新幹線が静かに入っ
て来ます。

席は窓の近くでした。外の景色がよく見えます。お母さんがにこにこしました。

新幹線はすぐに動き出しました。だんだん建物が小さくなります。だんだんと山
が見えてきました。

「もうすぐだね」お父さんが外を見ながらうれしそうに言いました。

一時間ほどで軽井沢駅です。駅に降りると空気が違います。少しだけ寒いと思い
ました。

「空気がおいしいわ」お母さんが深呼吸しました。私もまねをして息を吸います
。

駅の前からタクシーに乗って今日のホテルに向かいました。運転手さんが親切で
した。

ホテルはとても静かでした。私たちは先に荷物を預けます。身軽になって出かけ
ました。



もう一度タクシーに乗ります。今日の目的は雲場池です。紅葉が有名な場所です
。

運転手さんが池のことを少しだけ教えてくれました。お父さんは熱心に聞きます
。

タクシーを降りると、たくさんの木がありました。赤や黄色の葉がきれいです。

池の周りを歩きました。道はとても歩きやすいです。お父さんの歩く速さに合わ
せます。

水は鏡のようでした。空と山の景色が映ります。本当に美しいと思いました。

「まあ、きれいな赤色ね」お母さんが指をさしました。私もそちらを見ました。

燃えるような色の葉でした。私はたくさん写真を撮りました。両親の写真をたく
さん撮ります。

二人が並んで笑いました。その顔を見て、私はとてもうれしい気持ちになりまし
た。

少し歩くと脇道がありました。「こっち
は何だろう」とお父さんが興味を持ちました。

予定にはありませんでした。でも、少しだけ入ってみることに家族で決めました
。

そこは静かな場所でした。池の別の顔が見えました。新しい発見でうれしいです
。

近くにベンチがありました。「少し休みましょうか」とお母さんが言いました。

私たちはベンチに座りました。持ってきたお茶を飲みます。お母さんの体調が心
配でした。

「疲れていない？」と聞きました。「大丈夫よ」と母は笑います。その言葉に安
心しました。

景色を見ながら話しました。両親は昔の旅行の話を私にしてくれました。

楽しい時間はすぐ過ぎます。まだ明るい時間でした。私たちはホテルに戻ります
。

今日の部屋は広かったです。窓から森が見えました。みんなでほっとしました。



夕食は和食にしました。地元の野菜の料理でした。とてもおいしかったです。

お父さんはお酒を飲みました。「おいしいお酒だ」と言ってとても満足そうでし
た。

お母さんも楽しそうです。二人の喜ぶ顔が一番です。本当にうれしいと思いまし
た。

食事のあと温泉に入りました。体の疲れがとれていきます。とてもいい気持ちで
した。

部屋に戻ってから、今日撮った写真を見ました。たくさんの笑顔がありました。

「こうして旅行ができて幸せだ」私は心からそう思いました。明日のことも楽し
みです。

2. 旧軽井沢銀座を散歩

次の日の朝になりました。窓の外はとてもいい天気です。鳥の声が聞こえました
。

私は静かに起きて支度します。両親はまだ寝ていました。ゆっくり休んでほしい
です。

しばらくして二人が起きました。「おはよう。よく眠れた？」私はお母さんに聞
きました。

「ええ、とてもよく眠れたわ」お母さんは笑顔で言いました。お父さんも元気そ
うでした。

朝ご飯を食べに行きました。レストランは明るかったです。パンとサラダを選び
ました。

焼きたてのパンは温かいです。「このパン、おいしいわね」お母さんがうれしそ
うです。

食事のあと、部屋に戻ります。今日の予定をもう一度話します。旧軽井沢銀座に
行く予定です。

「疲れたらすぐ言ってね」私は二人に伝えました。お父さんはうなずきました。



私たちはホテルを出ました。近くのバス停まで歩きます。秋の空気が気持ちいい
です。

バスに乗って移動しました。窓から外の景色を見ます。おしゃれな家が多いです
。

「昔とはずいぶん違うなあ」お父さんが懐かしそうに話してくれました。

バスを降りると、そこが旧軽井沢銀座通りでした。たくさんの人が歩いています
。

「わあ、にぎやかね」お母さんは周りを見ました。いろいろなお店があります。

私たちはゆっくり歩き始めます。人が多いので、はぐれないよう気を付けて歩き
ました。

最初にジャムのお店に入ります。たくさんの瓶が並んでいます。とてもカラフル
できれいです。

お母さんは果物が好きです。「どれもおいしそうね」と言いながら見ていました
。

お店の人が試食をくれました。いちごのジャムでした。甘くておいしかったです
。

次はおいしいパン屋さんです。とても有名なお店でした。でも、お店の前は大変
です。

たくさんの人が並んでいます。「これは時間がかかりそうだ」お父さんが少し困
りました。

私たちはどうするか話します。「待つのは大変かしら」お母さんは心配そうでし
た。

私はスマートフォンで調べます。「近くに別のお店もあるよ」私は二人を安心さ
せました。

少しだけ道を入った場所に静かなパン屋さんがありました。こっちのお店も素敵
です。

結果的に良かったと思いました。ゆっくりパンを選べます。これも旅の楽しさで
す。



近くに小さな公園を見つけます。ベンチに座って休みました。さっき買ったパン
を食べます。

「あなたも食べる？」お母さんがパンを半分にしてお父さんに渡していました。

二人の優しい様子を見ると私も温かい気持ちになります。元気な姿がうれしいで
す。

私たちはたくさん話しました。この通りの昔のことなどをお父さんが教えてくれ
ました。

お土産にジャムとパンを買います。そろそろお昼の時間です。午後の予定も考え
ていました。

「一度ホテルに戻ろうか」私が提案すると二人は賛成です。無理のない予定が一
番です。

またバスに乗って帰りました。にぎやかな場所もいいですが静かなホテルは落ち
着きます。

部屋で少しだけ休みました。午後は白糸の滝に行きます。その前に昼ご飯を食べ
ます。

3. 白糸の滝のきれいな水

お昼ご飯をゆっくり食べました。それから部屋で休みました。午後は白糸の滝に
行きます。

ホテルの前からバスに乗ります。バスは山道を登っていきました。窓の外は緑が
深くなります。

「だんだん涼しくなるね」お父さんが窓を開けました。気持ちいい風が入ってき
ます。

バスに30分くらい乗りました。目的のバス停に着きました。私たちの他に数人降
ります。

バス停から滝まで歩きます。道はきれいに作られています。お母さんの足でも安
心です。

少し歩くと水の音がします。だんだんその音が大きくなり、空気がひんやりして
きました。



そして、滝が見えました。岩から白い糸のように水がたくさん流れていました。

「まあ、きれいな滝ね」お母さんは静かに言いました。本当に美しい景色でした
。

滝の近くまで行きました。細かい水の粒が飛んできます。とても涼しくて気持ち
いいです。

私は滝の写真を撮りました。両親も滝を背景に撮ります。二人はいい笑顔でした
。

滝の音を聞いていると心が落ち着くと思いました。しばらく三人で眺めます。

帰りもバスの予定でした。でも、バス停の地図を見てお父さんが何か見つけます
。

「少し歩いてみないか」お父さんが別の道を指します。少し遠いバス停がありま
した。

私はスマートフォンで調べます。「道は平坦みたいだよ」「疲れたら休もう」と
言います。

家族で相談して決めました。少しだけ歩いてみることに。これも良い思い出にな
ります。

歩き始めると森の中でした。木の間から光が差します。鳥の声だけが聞こえまし
た。

誰もいない静かな道です。私たちはゆっくり歩きました。新鮮な空気を吸い込み
ます。

途中でベンチがありました。私たちはそこに座りました。お茶を飲んで休憩しま
す。

お母さんは楽しそうでした。「歩いてみて良かったわね」その言葉がうれしいで
す。

二人が元気なのが一番です。私はその様子を見てほっとした気持ちでした。

バス停に着くと、ちょうどバスが来ました。私たちはホテルに戻ります。

ホテルに着くと安心します。少し早い時間でした。夕食まで部屋で休みます。



今日の夕食は信州そばです。お父さんは楽しみにしていました。天ぷらも一緒で
した。

お父さんは日本酒を頼みます。「やっぱり土地の酒はうまい」うれしそうに飲ん
でいました。

お母さんもそばがおいしいと言いながら食べています。二人の顔を見て幸せでし
た。

夜はまた温泉に入りました。一日歩いた足の疲れがゆっくりとれていきました。

部屋で今日買ったお土産をみんなで広げて見ました。ジャムの瓶がかわいいです
。

「こうして一緒に旅行ができて本当に幸せだと思いました。明日は長野市に行き
ます。

4. 長野市の善光寺へ

軽井沢で過ごす最後の朝です。今日も空は青くてきれいです。荷物をまとめ始め
ました。

朝ご飯をレストランで食べます。「今日は長野市まで行くね」私は父と母に言い
ました。

「無理はしないでいこうな」お父さんがお母さんに言いました。母は静かにうな
ずきます。

私たちはホテルを出ました。お世話になったホテルです。感謝の気持ちを伝えま
した。

軽井沢駅から新幹線に乗ります。長野駅まではすぐでした。あっという間に到着
します。

駅はとても大きかったです。軽井沢とは違う雰囲気です。たくさんの人がいまし
た。

コインロッカーに荷物を預け私たちは身軽になりました。ここからバスで善光寺
です。

バス停はすぐ見つかりました。お寺に行く人がたくさんいます。バスの中は混ん
でいました。



バスを降りると大きな道です。道の向こうにお寺が見えます。とてもにぎやかな
場所でした。

「わあ、人がたくさんいるわね」お母さんが少し驚きました。ゆっくりと歩き始
めます。

お寺までの道にはお店がたくさん並んでいました。お土産屋さんが多いです。

私たちは山門に着きました。とても大きくて立派な門です。昔の人の技術はすご
いです。

本堂はもっと大きかったです。黒くて静かな建物でした。みんな静かにお参りし
ます。

私たちも順番を待ちました。人が多くて少し並びます。でも、時間はありました
。

並んでいる間に、お父さんが説明の看板を読んでくれます。善光寺の歴史が分か
りました。

やっと私たちの番が来ました。三人で静かにお祈りしました。両親の健康を祈り
ます。

お参りのあと、私たちは「お戒壇巡り」をしました。本堂の下の暗い道を歩きま
す。

中は本当に真っ暗でした。少しだけこわい気持ちです。壁を触りながら進みまし
た。

暗闇から出ると安心します。とても不思議な体験でした。これも良い思い出です
。

境内はとても広かったです。私たちはベンチを探しました。日陰に座って休みま
す。

近くのお店でおやきを買います。野沢菜が入っていました。温かくておいしいで
す。

「昔ながらの味だなあ」お父さんはうれしそうでした。お母さんもおいしいと言
います。

二人が元気なのが一番です。その笑顔を見て安心しました。お茶を飲んでゆっく
りします。



「そろそろホテルに行こうか」私は二人に提案しました。早めに行って休みたい
です。

善光寺からタクシーに乗ります。今日のホテルは駅の近くです。移動が楽で助か
ります。

ホテルにチェックインしました。部屋の窓から街が見えます。とてもきれいな景
色でした。

夕食はホテルのレストランです。長野の郷土料理でした。知らない料理もありま
した。

お父さんは地元のビールをおいしそうに飲んでいます。旅の楽しみの一つです。

食事のあと部屋に戻りました。今日撮った写真を見返します。善光寺は大きかっ
たです。

「明日でこの旅行も終わりだね」私が言うと二人は少し寂しそうな顔をしました
。

でも、すぐに笑顔になりました。「本当に楽しい旅行だったわ」お母さんの言葉
がうれしいです。

5. 長野から家に帰る日

旅行の最後の日が来ました。なんだか少し寂しいです。でも、いい天気になりま
した。

私たちはホテルのレストランでゆっくり朝ご飯を食べました。旅の最後の食事で
す。

「疲れは残っていないかい」お父さんがお母さんを見ます。お母さんは笑顔で首
を振ります。

元気な二人の顔が見られて私は本当に安心しました。この旅行に来て良かったで
す。

部屋に戻って荷物をまとめます。忘れ物がないか確かめました。お母さんは何度
も確認します。

ホテルの人に挨拶をして、私たちは長野駅に行きました。まだ新幹線まで時間が
あります。



駅のビルでお土産を選びます。家族や友達の顔を思い浮かべ何がいいか考えまし
た。

お父さんは野沢菜漬けを買いたいと言っていました。おいしいお店を探します。

お母さんはりんごのお菓子を手に取って見ていました。「これはおいしそうね」
と。

私は二人の好きなものをかごに入れていきました。荷物が増えてしまいました。

お土産を選んだあと、私たちは少し疲れました。駅の中の喫茶店に入ります。

コーヒーを飲みながら休みます。窓から電車が見えました。たくさんの人が歩い
ています。

「本当に楽しかったわ」お母さんが私に言いました。お父さんも静かにうなずき
ます。

「こちらこそ、ありがとう」私は二人に感謝を伝えました。喜んでくれてうれし
いです。

楽しい時間はあっという間です。そろそろホームに行く時間です。私たちは席を
立ちました。

新幹線がホームに入ってきます。来た時と同じ電車でした。でも、気持ちは違い
ます。

席に座るとほっとしました。電車は静かに動き出します。長野の景色が遠ざかり
ます。

だんだん知っている景色になっていくのが分かりました。家に帰るんだと思いま
した。

お父さんもお母さんも、少し疲れたようでした。静かに目を閉じています。

二人の寝顔を見ていました。また一緒に旅行したいです。心からそう思いました
。

この旅行の計画は大変でした。でも、両親の笑顔を見たら疲れは全部なくなりま
した。

電車は東京駅に着きました。「着いたね」と声をかけます。三日間の旅が終わり
ました。



駅はたくさんの人でした。でも、私たちの心はとても温かい気持ちでした。

お疲れ様でした。最後まで見てくれてありがとうございました。

今日の動画はいかがでしたか？動画の感想や意見をぜひコメントで教えてくださ
い。

また、たくさん動画を作れますので、グッドボタンとチャンネル登録もよろしく
お願いします。

それではまた別の動画でお会いしましょう。


